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会員の皆様へ

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
会員各位におかれましては、旧年中、砂防事業の推進に多大なご支援、ご協力をいた
だきましたことに、心から感謝申し上げます。
東京では、穏やかな年明けとなりましたが、山岳地域では、雪崩による遭難が報じら
れました。現在、南米沖の海水温が低くなる、ラ･ニーニャ現象が起きており、思わぬ
災害の発生にも注意が必要です。
昨年は、度重なる台風の襲来、梅雨前線豪雨に加えて、石川県能登半島地震や
新潟県中越沖地震等により、多くの土砂災害が発生し、多大な被害を受けました。幸
い死者・行方不明者は無く、ほっとしているところです。これも、会員の皆様の災害時に
おける的確な対応が功を奏した現われでもあり、敬意と感謝を申し上げる次第です。一
方で、いまなお避難勧告の発令がわずかであるなど、数々の課題も明らかになっている
ところであり、都道府県とも連携しながら、改善を図ってまいりますので、皆様の積極的な
取り組みをお願いいたします。
平成 年度政府予算案については、年末にその概要をお知らせしたとおり、引き続き20
厳しい状況にはあるものの、新たに国直轄による砂防管理を開始したり、大規模な土砂
災害が発生した場合の国の対応強化を図るなど、新たな取り組みを加えて、事業の推
進を図ることとしています。
昨年 月に発表された、地方分権改革推進委員会の「中間的な取りまとめ」にお11
いては、砂防に関する記述は無かったのですが、今後、 月の最終取りまとめに向け3
て、どのような議論がなされるのか、注意深く見守っているところです。今後増大するで
あろう土砂災害に対して、有事及び平常時のいずれにおいても、万全な対応ができるよ
う、しっかりとした体制を構築していかなければなりません。
今年は、飛越地震が発生して 年になります。安政 年（ 年） 月 日未明150 5 1858 2 26
に発生し、岐阜県北部から富山県周辺に、甚大な被害をもたらしたのみならず、常願
寺川の上流、立山の大鳶山等が崩れて天然ダムができ、その後決壊して、大土石流
が下流の富山平野を繰り返し襲いました。明治 年から富山県が補助砂防事業に着39
手しましたが、その工事は困難を極め、できた砂防設備が繰り返し破壊されたことから、
国直轄による事業実施が強く要望されました。当時の砂防法は、その利害が 都道府1

13県内にとどまる砂防工事を国直轄で実施することが認められていませんでしたが、大正
年に法改正され、 都道府県内であっても、“工事至難”、“工費至大”な場合に1
は、国直轄で実施できることになり、大正 年より、常願寺川の直轄砂防事業が開始15
されることになりました。この飛越地震に端を発した常願寺川における取り組みは、直轄事
業を議論するうえで、忘れてはならない砂防の歴史です。
今年一年、さらに犠牲者ゼロを目指して、土砂災害の軽減を図ってまいる所存です
ので、会員の皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

砂防部長 亀江幸二
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新年のご挨拶

（社）全国治水砂防協会
理事長 大久保 駿

新年明けましておめでとうございます。皆様には清新な新年をお迎
えのこととご推察申し上げます。
昨年末には来年度の予算政府原案が示され、国会審議を経て新年度
を迎えることとなりますが、砂防関係予算は公共事業全体の削減と同
様、対前年度マイナス予算になっています。国民の生命・財産を守り
災害を無くす仕事は、着実にかつ早期に実施されるべきものと思いま
すが、現実を直視すれば限られた予算で効率ある仕事をしていくこと
が求められます。
土砂災害が起こりやすいのは都市部であろうと山間部であろうと同
様ですが、被害規模は小さくても人々の生活への影響という点からす
ると、山間部あるいは中山間地での被害は深刻です。国土の70％も占
める中山間地を守り、活かし、人々が安心して住める環境をつくるこ
とが国土の保全、良好な国土の形成にとって大変重要なことです。人
々が安全で快適な生活を送ることの出来る基盤をつくり、地域を守る
ため砂防関係事業は大きな役割を担っています。砂防は「地域の活
力」を生み出すために、これまで以上に地域の安全に加えて、その地
域が生き生きとなるような付加的な効果を創り出して欲しいと思うの
です。砂防施設を造るときに、その施設を多様に使う工夫、安全にな
った土地を地域の振興のプログラムに組み込む、といった取り組みで
す。
そこに人が住み、地域と住民が参画し、地域を生き生きさせる意思
を持つことによって地域も山も渓流も護られていきます。自治体はど

地域を創っんどん提案し、砂防はそれに応え、協働して生き生きした

いきましょう。て
本年も、会員の皆様とともに、災害を無くし、安全な地域の生活環
境創造のため、様々な活動を行っていきたいと考えています。引き続
き皆様のご指導賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。


